
2007年08⽉08⽇
国⽴⼤学法⼈神⼾⼤学

兵庫県⽴⼤学
独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構

神⼾⼤学、兵庫県⽴⼤学及び海洋研究開発機構が
教育研究に関する包括協定書を締結

神⼾⼤学（学⻑ 野上智⾏）、兵庫県⽴⼤学（学⻑ 熊⾕信昭）及び
海洋研究開発機構（理事⻑ 加藤康宏）は、次世代スーパーコンピュー
タの活⽤にむけた教育研究に関する包括協定書を８⽉６⽇に締結いたし
ました。

独⽴⾏政法⼈理化学研究所は、平成１９年３⽉に次世代スーパーコン
ピュータ施設の⽴地地点を神⼾に決定したと発表しました。現在開発が
進められている次世代スーパーコンピュータは、⼈材育成が⼤きな柱の
１つとなることから、神⼾⼤学、兵庫県⽴⼤学では、次世代スーパーコ
ンピュータの活⽤に向けた教育研究を今後強化していくこととしていま
す。

⼀⽅、海洋研究開発機構では過去５年に亘り地球シミュレータを運⽤
し、当初の主要⽬的であった地球環境変動予測のみならず、産業の振興
につながる研究にも貢献し、幅広い分野でこれまでにない⾼度かつ⾼精
度のシミュレーションを可能としました。また、それにともない、世界
最⾼⽔準のスーパーコンピュータを⽤いたシミュレーション研究と⼈材
育成の実績を有しています。

海洋研究開発機構ではこの実績を最⼤限活⽤し、スーパーコンピュー
タの効果的、効率的な活⽤を今後更に推進していくために、今回神⼾⼤
学、兵庫県⽴⼤学との間で協定書を締結し、相互に研究開発能⼒や⼈材
等を活かした連携・協⼒を⾏います。

（包括協定の概要）

1．名称︓ 神⼾⼤学、兵庫県⽴⼤学及び海洋研究開発機構の教育
研究に関する包括協定書

2．締結者︓ 神⼾⼤学⻑       野上智⾏
兵庫県⽴⼤学⻑     熊⾕信昭



海洋研究開発機構理事⻑ 加藤康宏
3．連携・協⼒の範囲と内容

次世代スーパーコンピュータを⽤いた教育研究におい
て
(1) 共同研究に関すること
(2) ⼈材育成に関すること
(3) ⼈材交流に関すること
などの点を中⼼に連携を⾏うこととし、詳細は今後設
置される三者の協議の場で検討することとしていま
す。まずは、両⼤学の研究者、学⽣を海洋研究開発機
構に受け⼊れて、地球シミュレータを⽤いた教育研究
を⾏うことを想定しています。これにより、地球シミ
ュレータをはじめ、今後運⽤が開始される次世代スー
パーコンピュータ等を、有効的かつ効率的に活⽤する
研究者がより⼀層広がることが期待されます。

＜補⾜説明＞
「地球シミュレータ」（https://www.jamstec.go.jp/es/jp/）︓

宇宙開発事業団、⽇本原⼦⼒研究所、海洋科学技術センター（名称、
全て開発当時）が開発したスーパーコンピュータ。コンピュータ内に仮
想地球を作り、⼤気や海⽔、地殻の状態を⾼速かつ⾼精度にシミュレー
ションでき、中⻑期的な環境変動や災害などの予測、解明を⽬的に開
発、使⽤されている。また、バイオ、ナノ分野といった産業応⽤が可能
な先進分野でも幅広く利⽤されている。

お問い合わせ先:
(神⼾⼤学)⼤学院⼯学研究科 教授 賀⾕（かや）信幸

電話︓078－803－6228
※報道について  広報マネージャー 杉⼭ 知之

電話︓078－803－5083
(兵庫県⽴⼤学)副学⻑     鈴⽊ 胖

電話︓078－367－8063
※報道について 企画調整部⻑     ⼤塚 悦夫

電話︓078－367－8607
(海洋研究開発機構)経営企画室 研究企画統括 ⼩川 壮

電話︓046―867－9207
※報道について  経営企画室 報道室⻑ ⼤嶋 真司

電話︓046－867－9193

https://www.jamstec.go.jp/es/jp/

